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要旨:本稿では、ヨーロッパ言語共通参照枠 (CEFR)を 日本の英語教育に適用した CEFR‐Jと いうプ
ロジェクトを紹介し,CEFRを 各国 。地域の状況やニーズに応 じてローカライズしていく具体的な
方法や課題を考察する。また細分化したレベルに言語材料を配当していく参照レベル記述の科学
的な手法を紹介し、CEFRの枠組を具体化するためのさまざまな試みを紹介する。最後に東京外国
語大学が行っている CEFR‐Jの多言語利用のプロジェクト cEFR―Jx27に ついて解説し、多言語
化の意義や課題を考察する。
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1.はじめに

本稿では、ヨーロッパ言語共通参照枠 (CEFR)を基に日本の英語教育の一貫した目標設定と言語材料

整備のために整備された CEFR‐J(投野,2013)と いうプロジェクトを紹介し,CEFRを各国 。地域の状
況やニーズに応じてローカライズしていく具体的な方法 (利用環境整備、言語資源整備など)を提案す
る。また最後に東京外国語大学で現在実施されている CEFR‐Jを利用した多言語教育 。評価プログラム
「CEFR‐Jx27プロジェクト」の概要を紹介する。まず cEFR構築とその適用の研究の歴史的経緯を見る
(2.)、 続いて CEFR‐Jの構築方法 (3.)、 CEFR―Jの活用度を高める関連研究と資料構築 (4.)、 CAN¨DO
ベースのタスク・テス ト開発 (5。 )、 最後に CEFR¨J x27プロジェクトの紹介 (6.)を行 う。

2 CEFR構 築とその適用の研究
CEFRは欧州評議会の外国語教育政策部門で永年にわたる研究の成果として 2001年 にまとめられた
ものである。 1970年代の■鵬shold Level(Van Ek,1974)が CEFRの発達の源流といえる著書である。こ
れは、英語圏に来た移民がある程度語学習得を終え、社会的に自立した外国語使用者として生活をする

時に、英語でどのような知識や技能を身につけているか, ということをリスト化したものである。枠組

には言語中立を意識 して、文法構造ではなく、機能 (func● on)と概念 (nO■On)と いう言葉の意味を中
心に据え、それに詳細にカテゴリーと言語表現・語彙を付与して言語材料一覧を作成したものである。

これがフランス語, ドイツ語などに多言語化していき、同時に英語に関してはケンブリッジ大学の英語
テス ト構築部門がその上下のレベルを欧州評議会と共同でテス トを作成し具体化していった。

この Threshold Levdか ら発生した言語習得段階のモデルが、EUと いう統合母体を得て 1990年代から
徐々に個別言語の日録のような状態から共通枠組へ整理 しようという試みがなされ、その中で Brian

No■hが中心となって、能力記述 7・ olluStrative descHptoう の項目困難度の特定という手法を開発し、言語
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中立の CAN‐ DOリ ストによる表現へと抽象度を上げていき、現在の CEFRの枠組に発展していくので

ある。

CEFR―Jの開発の発端は、2004-2007年 度科学研究費基盤研究ぃ)(研究代表者 :小池生夫、課題番号

16202010)が 土台になっている。もともとは日本の英語教育の抜本的な改革のために、国内の小中高大

一貫の到達目標やカリキュラムを構築する可能性を模索したことから始まる。国内では小学校から企業

の英語力まで、各レベルがどのような日標設定をおいて英語教育を実践しているかを調査しつつ、海外

では欧州、アジアを中心に各国の英語教育政策やナショナル・カリキュラムを研究した。そうする中で、

2001年 に発表された CEFRが欧州で徐々に浸透しつつあることが明確になり、2007年度の最終報告書

では日本で英語教育の到達指標を作るのに時間をかけるよりもCEFRを どのように自国に適用するかを

研究する方が得策である、という結論に達した (小池,2008)

3.CEFR¨」の構築方法

2008年度から4年をかけて新しい基盤研究(A)(代表 :投野由紀夫、課題番号 20242011)を取得。プ

ロジェクト名を CEFR―Jと し、本格的に日本に CEFRを導入する方法を検討した。我々が最も留意した

のは CEFRの Alか ら C2までの 6段階のレベルは日本の英語学習者には大まかすぎる、という点であ

った。そこで Alの前に Pre―Al,Alを 3区分 (Al.1～ Al.3)、 A2,Bl,B2を それぞれ 2区分 (A2.1,A2.2～

B2.1,B2.2)で CEFRの 6段階を 12段階に細分化した 1。 かつ、それらの各詳細レベルに適合する能力記

述子を新たに作成するために、海外からTony Green(BedfOrdsh[e大 学)、 Nick Saviuc(calnbridge ESOL、

当時)ら の専門家を招聘し、科研メンバーが小
。中 。高の専門分野に分かれてワーキング・グループを構

成、能力記述子の記述方法の研修を受けながら各レベルの記述を行い、専門家の助言をもとに微修正を

桑ながら、「CEFR‐Jアルファ版」を設計したのである (2008～2009年 )。

2008-09

改善作業

O Beta― version

0 150人の教員による
並べ替え調査

(sorJng exercise)

2010

図 1.CEFR―Jの検証プ ロセ ス

全部で 12レベルになっている。

妥当性検難作業

・ Version l

0 5468人の学習者の
can…do調査による
descttptorの項目

難易度調査
。 CEFRオ リジナル
とほぼ同様の統計

的検証作業

2011-12

CEFR―」の検証プロセス

・  Tony Green ltt Nick

oW糧予糀∠

l Cl,C2だ けは細分化を行わなかったため、
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CEFR―J x 27:CEFR J開 発・利用の経緯と多言語利用 (投野由紀夫)

次に 2010年度にこのアルファ版をもとに 150名の英語教員による descHptorの並べ替え調査を行つ

た。これは CEFRレベルを教員には知らせずに Li"ening,Reading,Spoken interaction,Spoken production,

Wrilngの 5技能別の能力記述子のカー ドをランダムに並べ替えて渡し、内容を吟味しながら能力順に並

べ替えを行 う作業である。この並べ替え調査の結果は尾関他9012)を参照されたい。この並べ替え調査

の結果、能力記述子の想定される CEFR―Jレベルと教員の難易度直観とが合わない項目は何らかの形で

能力記述子の記述因子が不安定であることから、その内容に関して修正・削除を施し、それらをベータ

版の形で整備 した (2010年度 )。 このベータ版をもとに最終的に、BHan No“hら が用いたラッシュ 。モ

デルとは異なる、識別度も考慮した 2パラメーターの項目応答理論 (IRT)を用い、能力記述子の項目難

易度検証を 5000人規模の英語学習者を対象に実施、これをもとに最終の version lを 2012年 3月 に公開

した。方法論的には、本家の BHan Northら がラッシュ。モデルを用いたのに対し、2パラメーターのIRT

であること、CEFRが外国語教育の教員対象にアンケー トを実施したのに対して、CEFR―Jは学習者対象

である点などが異なるが、Brian Northと の私信では、能力記述子を英語から日本語に変えただけでも、

難易度がずれる可能性があるということなので、あまり細かいことを気にするよりも、基準は CEFRに

おきつつ、客観的な検証手段を用いつつ、状況に合わせて適切にローカライズするという点に配慮した。

CEFR‐J verJon lは教育研究用だけでなく商用利用でも無償の枠組として公開され、2020年の文科省

の学習指導要領改訂でも資料として参照され、また多くの企業が CEFR―Jを参照しつつ新しい英語カリ

キュラムやタスク・テス ト開発を行いつつあり社会的なインパクトも増大している。

4.CEFR‐」の活用度を高める関連研究と資料構築

続く2012-15年 度の基盤研究(A)(代表 :投野由紀夫、課題番号24242017)では、公開した CEFR‐Jの

CAN―DOリ ストに付属するさまざまな活用資料を整備 していくという目的で、主なリソースとして①
CEFR―J準拠の語彙表、②CAN‐ DO descriptorデ ータベース、③CEFR―J活用ガイ ドブックの作成を行つた

(4.1.参照)。 さらに CEFR―Jの各レベルに配当すべき言語材料について、CEFR本家で提唱している参照
レベル記述 (Reference Level Description、 以下 RLD)の手法を用い、文法とテキスト特性のレベル別特

徴を科学的に調査した (4.2参照)。

4.1.CEFR―」活用リソースの整備

CEFR―Jは 12段階、約 100の能力記述子の集合体であるので、一般にはこのようなCAN―DOリ ストを

どう活用したらいいのかがわからない。そこで、活用資料の整備の一環で 3つのリソースを構築した。

4.2.CEFR―」Wordlist

本リストは、2008‐20H年度科学研究費補助金 (基盤研究 (A))課題番号 202420H『小、中、高、大
の一貫する英語コミュニケーション能力の到達基準の策定とその検証』(研究代表者 :投野由紀夫)の一

環で構築された CEFR‐J WordH飩 という名称の語彙表である。

本語彙表は、2004‐2007年度基盤研究 (A)(課題番号:16202010)(研 究代表者 :小池生夫)において、

作成されたアジア地域の小中高英語教科書コーパス (中国 。台湾・韓国の小中高の主力教科書を CEFR

基準に大まかに分類したもの)をベースに、各国 。地域の CEFRレベル対応テキストに取り扱われてい

る共通語彙を抽出する、という方法で構築された。コーパスの詳細は、当該の科研成果報告書を参照さ

れたい。

語彙表には各レベルの単語に以下の情報が付与されている :
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headword:

pos:

Coreinventoryl

Coreinventory2

Threshold

見出し語

品詞

A Corc hventory for Generd EngHshの 名詞分野カテゴリー(大項 目)

A Core lnventory for Generd Englishの 名詞分野カテゴリー(下位項 目)

nttshOld Levelに付与されている Notion categoryで 関連するもの

CEFR‐J WordH"の語彙数は表 1の とお りである。

表 1.CEFR― J Wordhstレベル別語彙数

このような語彙表があることで、CAN‐ DOの能力記述子の内容に適した表現にどのような語彙を用意す

ればよいかが比較的容易に選定できる。たとえば、Al.2話すこと (や り取り)の能力記述子の内容は以

下のようなものである :

(1)I Can exchange simple opinions about very familiar topics such as likes and diJikes for spolts,foods,ctc.,using

a limited rcpertotte of expressions,provided that people speak clcarly.

これに対応するフレーズとして、(2)を用意するとする :

(2)      a.I like.../1 don't like...

b.Do you like...?/Yes,I do.No,I don't.

この際、スポーツや食べ物などの語彙を上記の語彙表で CEFRレベルを Alに設定し、Corcinventorylま

たは■鵬sholdの項目で“Hobbics and pastime",“ Food and drink"な どを選ぶことで、当該レベルに教える候

補となる単語を(3)のように絞り込むことができる :

(3)

apple

banana

bean

beef

biscuit

bottle

bread

breakfast

A0

A0

Al

Al

Al

A0

A0

A0

Food and drink

Food and drink

Food and drlnk

Food and drink

Food and drink

Food and drink

Food and drink

Food and drink

art      A0

ball        A0

baseban     A0

basketban   A0

cartoon    A0

concert    A0

dance       A0

drama   Al

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

Hobbies and pastimes

n

n

n

n

n

n

n

n

各レベル別語彙表 項目数 (品詞別語) 見出し語 日本の学校教育での相当レベル

Al: 1165 1068 小学校～中学 2年程度

A2: 1416 1359 中学 3年～高校 1/2年程度

Bl: 2451 2358 高校 3年～大学受験レベル

B2: 2783 2696 大学受験～大学教養レベル

合計 7815 7481
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CEFR‐ J x 27:CEFR―J開発・利用の経緯と多言語和1用 (投野由紀夫)

現在、CEFR‐J Wordlヽ tは後述する CEFR‐J Grammar Pront,Text Proflleと 共に、CEFR‐Jレベル判定用

のツールの語彙難易度指標 として活用されてお り、Bridsh National Corpusな どの母語話者 コーパスに基

づく頻度表よりも初級レベルの学習語彙をより的確に反映した語彙表である。CEFR‐ J WordH飩 は CEFR‐

Jの webサイ トから無償でダウンロー ドして使用することができる。

4.21 ELP CAN‐ DO Desc‖ ptor Database

CEFR―Jの能力記述子は本家の CEFRと 同様、精選された 100個の CAN‐DOで、統計的に相対的困難
度を調査されて難易度が確定している。しかし、100程度の CAN― DO項 目だけでは、各 5技能のできる
ことをすべて精密に表すことができない。そこで、我々は欧州評議会の外国語政策部門が認証をしてい

るヨーロッパ言語ポー トフォリオ (European Language Porfolio,以下 ELP)を精査し、ここに出てくる各

国が用いている具体的な CAN‐ DOリ ストのデータベースを作成。約 2,800の能力記述子の重複などを取

り除き、5技能全体で 647の能力記述子 (Listening:124;Rcading:146;Spoken hterac● on:137;Spoken

Production:69;Writing:171)に まとめ、これを英語から日本語に訳出する作業を行つた。

特に訳出する際に、A¨ レベルの能力記述子には小学生でも読んで理解できるような別訳を設けた。通

例、能力記述子の用語の使用レベルは成人向けであり、小学生には理解が困難な表現も多く、本家の

CEFRで も2017年末の CEFRの最初の改訂時に Young Leamers用の能力記述子の補充が行われた。表 2

にデータベースの一部を示す :

表 2.ELP CAN‐ DO Descriptor Databaseの項 目例

Category/ ELP descriptor(s) General descriptors Descriptors for children
,Code

自分が誰であるか言 うこ

とができ、相手の名前を

尋ねたり、相手のことを

紹介することができる

簡単な質問をしたり、簡

単な質問に答えることが

できる。また必要性の高

いことや身近な話題につ

いて発言 したり、反応す

ることができる

簡易な方法であれば通じ 1相 手がゆつ くり話 した |

自分の名前を言つたり、

相手の名前を聞いたり、

相手の紹介ができる

簡単な質問をしたり、簡

単な質問に答えることが

できる。また身近なこと

について話したり、質問

に答えることができる

questions, initiate and

respond to simple statements

in areas of immediate need
or on very familiar
topics[.2000-CH]

I can make myself
understood in a simple way
but I am dependent on my
partner being prepared to
repeat more slowly and

rephrase what I say and to
help me to say what I want.

i-;-;G'1*a-ffir"
words and phrases, like
"excuse mett, "soryt', "thank
you", etc.

I can understand simple
greetings, like "hello", "good
bye", "good morning", etc.

るが、ゆつくり繰 り返 し |り 、自分が言つたことを

てくれたり、自分が言つ 1確認 してくれるなど、や
た事を言い直してくれた |さ しい人だったら自分の

り、自分が言いたいこと 1簡単な英語は通じる

が言えるよう助けてくれ

るような相手に依存 して

いる
T子万1著万1嚇 1「すみません」「ごめんな
さい」「ありがとう」とい |さい」「あリカ`とう」とい
った簡単な語句を理解す |っ た簡単な語句が分かる

き る

はようJと いつた簡単な |は よう」といった簡単な |

挨拶を理解することがで 1挨拶が分かる      |
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I can say who I am, ask

someone's name and
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この Descriptor Databaseも東京外国語大学投野研究室で作成され、CEFR―Jの webサイ トで無償公開さ

れており、本体の CEFR‐Jのより具体的なCAN‐DOリ ストの例として活用が期待されている。

42.2.CEFR‐」ガイ ドブック

さらに CEFR―Jの理解を深めてもらうために、2013年大修館書店よ

り投野(2014)を発行した。CEFR― J version l作成に関わつた 15名 あま

りの科研 メンバーで分担執筆 し、CEFRと は何か、CEFR‐Jは どのよ う

に作 られ たか、各 レベル の概説 、CEFR―Jの CAN― DOア ンケー トと実

際の能力との相関を見る調査結果、CEFR―Jや CAN― DOリ ス トの活用

法などを紹介 した。書籍には CD―ROMが付属 し、我々が CEFR―Jの

能力記述子を確定する際に用いた 5000人規模の CAN‐DOア ンケー ト

とその結果データ、IRTの数値などがすべて公開されてお り、また付

属資料として CEFR―J本体 (英語。日本語 )、 CEFR―J Wordiゞ ,ELPCAN―

DO DescHptor Databascな どがデータとして収録されており、電子的に

活用できるように提供されている。 日本では吉島 。大橋(2004)に よる

CEFR本体の翻訳があるが、CEFRそのものを詳しく概説した専門書

は英語教育分野ではそれまでなかったので、このガイ ドブックは研究

者、CAN‐ DOリ スト作成に携わった英語教員、研修などの実務を担当

する自治体の指導主事などには広く参照されるようになった。

43.参照レベル記述

もう1つの大きな CEFR‐Jのプロジェク トは参照 レベル記述 (RLD)である。これは CEFR本家の

。frldd slcでもガイ ドラインが示されている2。 cEFRの各 レベルが達成 されるために習得するべき個別

言語の語彙 。文法などの言語特徴を■鵬shold Lcvd 1990で 示したような言語機能と概念の inventoryで

共通に示そうとしたものである。実際は■鵬shold Lcvdに 完全準拠することはなくなり、現在ではより

客観的な教材や学習者のコーパス分析の結果に基づいてされることが多くなっている。

CEFR‐Jではこの RLDの概念を早くから取り入れ、2012-2015年 度基盤研究(A)で コーパス分析と自然

言語処理のノウハウを活かして RLDを行うことを日標に、新たに東京工業大学、九州大学、大阪大学な

どの自然言語処理チームと共同で 4年間の研究を行った。その概要を以下に解説する。

4.3.1.RLDの基本アプローチ

CEFR―Jプロジェクトでは、RLDを一種のデータマイニングと位置づけて機械学習の手法を大幅に取
り入れている。全体的なイメージは図 2に示す。基本ステップは以下のようになる :

(1)CEFR¨Jレベルが特定されているテキス トから言語特徴の頻度を抽出する。これをトレーニング・

データとして用いて機械学習を行う。

(2)機械学習の結果、CEFR‐Jレベル付きテキストの言語特徴が学習され、予測モデルが構築される

(3)それを新しいテキス ト (テスト・データ)を使つて、CEFR‐Jレベルを判別させ、精度を見る

2 https:〃 www.coc.int/t/dg4/1inguistic/Sourcc/DNttGuidc」 N.pdf
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CEFR― J x 27:CEFR―J開発・利用の経緯と多言語利用 (投野由紀夫)

①

図 2.CEFR― Jの機械学習を用いた CEFRレベル判定と素性の取り出しのイメージ

この段階で我々の興味としては CEFR‐Jレベル判定の精度もさることながら、その判定に使用されてい

る言語特徴が何かが重要になる。機械学習の手法ではこの素性の重み付け情報をランキングなどの客観

的なデータで出力してくれるので、我々にとってはこの部分の情報が CEFR―Jレベル別の言語特徴を整

理する上で有用である。

上記のような点を踏まえて、機械学習用に 2種類のコーパス・データを整備した。

(A)CEFRコ ースブック・コーパス

1,640,000語の CEFR準拠で作成された英語コースブックのコーパス。英国で 2001年の CEFR出

版後に作成され、我々でレベルの特定をするのに内容的に妥当と思われる 96冊のコースブック

を対象として、全データをOCR処理してテキスト化したもの。

特に 4技能と文法のスキル別タグを付与しており、技能別のインプット内容の分析が可能。

(B)日 本人英語学習者コーパス

当該の言語特徴をどの程度実際に使えているのかを見るために2種類の学習者コーパスからの情

報を抽出した。これによリインプットとアウトプットの差違のデータを提供することが可能。

‐ JEFLL Corpus(投 野 2007):約 1万人の中高生英作文コーパス ;約 70万語

‐ NICT JLE Corpus(和 泉他 2005): 約 1200人の会話テスト・コーパス ;約 200万語

我々の興味 。関心はこのような RLDの手法をどのように行えば最も効果的な学習者プロファイルを

記述できるか、またレベルを CEFRな どと関連づけられるか、にある。このような RLD手法の方法論的

な研究は世界的にも数が少なく、2016年 3月 に Brian Northを 招いて行つた最終報告シンポジウムでは

Gralrnmar/Textの プロファイリング手法の科学的な検証という側面が高く評価された。

4.3.2.CEFR―」Grammar Prolle

CEFR―Jの RLD作業は大別して文法特性、テキスト特性、エラー特性の 3種類に分けて行われた。文

法特性の詳しい抽出方法に関しては、石井 (2016)を 参照されたい。CEFRコースブック・コーパスを

CLAWS(Lancaster大 学の品詞タグ付与プログラム)を用いて品詞解析および見出し語情報を付与し、そ

れに総計 255項 日、493種類 (平叙文・疑問文 。否定文などで掛け合わせたもの)の文法事項の正規表

現による抽出式を作成、コースブックのoCEFRレベル別、(b)発信・受信技能別、(c)CEFR‐ Jレベルを

特定するためのテキストの前 。中・後の位置別の頻度データを算出、相対頻度に変換して相互比較でき

るように整理した。

次にこの文法頻度のデータを東工大の奥村学研究室で解析を行つた。サポー ト・ベクター・マシン
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(SVM)と いう機械学習の手法を用いて、これらの言語特徴を判別素性として利用した場合の素性の重

み付けデータを得た。これらの詳細は、林他 (2016)を 参照されたい。

以上の文法特性 RLD研究の詳細はここでは詳しく述べる紙数がないが、国外では English Pro■ leが唯

一似たようなコーパス駆動型のデータ解析を行つている程度で、我々のような大規模かつ組織的な研究

プロジェクトは世界的にも珍しく注目度も高い。投野 (2016)で はこれらの成果を CEFR―J Grarnmar Pro■ le

として以下のような一覧表を作成して公開した (図 3参照):

tu4tuffi

ここには前述の 255項 日の文法事項に関して、暫定 CEFR―Jレベル、海外の代表的な RLD研究の情報
(Core lnventory9 English Grammar Pronle,Global Scale ofEnglish Lcaming OtteCt市es)を併記し、かつ SVM
の重み付け情報を参考値として付与している。この資料は投野 (2016)の一部として、CEFR―J webサイ

トからPDF版でダウンロー ドできる。

5.CAN― DOベースのタスク・テスト開発
CEFR―Jの最新の研究は 2016‐2019年度科研費基盤研究 (A)(根岸雅史代表)と して進捗している。今

回はCAN―DOベースの具体的なタスクやテス トの開発に焦点が移行しており、それにどのように語彙・

文法の RLD資料をからめるか、というところが重要な観点になる。5技能の CAN‐ DOベースのテス ト
を予備調査で作成、項日応答理論を用いて難易度を検証し、それらの CAN―DOタ スクと実際のテストの

乖離やその原因。調整方法を議論する。また 2018年度以降は実際にテスト会社と共同でサンプルのデー

タを日本中の異なるレベルの学習者集団からデータを採取し、CAN¨ DOベースのテス ト体系を整備、ア

イテム・バンクの量産化を日指す。これらの中間報告は 2018年 3月 の CEFR―J2018シ ンポジウムと題

して、成城大学を会場に行われる予定。

6.CEFR¨Jの 多言語活用 :丁UFS CEFR―」x27プロジェクト

最後に CEFR―Jを用いた多言語教育への活用を紹介する。これは東京外国語大学のスーパーグローバ

ル大学構想の一環で行われているもので、CEFR―Jを東京外国語大学の 27の言語専攻の教育に共通枠組

として利用し、達成度の可視化を目指すというものである。図 4はプロジェクト・リーフレットからの

転載イメージである。

図 3.CEFR― J Grammar Pronle(Beta version)の イメージ
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CEFR― Jx 27:CEFR J開 発・利用の経緯と多言語利用 (投野由紀夫)

27菫毒全でⅢ暉 FR‐」|.よる機一薔撃で赫僣しまt

霧寧稗郷奪謝軍出轟Ⅲ.,

図 4.CEFR― Jx 27プロジェクトのイメージ

CEFR‐Jx 27プ ロジェクトの特徴は、良くも悪くもCEFR―Jの英語での言語資源を最大限に活用する、

という点にある。このために我々が英語で構築してきた CEFR―J Wordhst,Phrase Listな どの資料を多言語

化するという取り組みを行つている。英語を除く26言語への変換は GoogL翻訳を用い、それを各言語

専攻のチームで内容チェックを行っている。2017年度でほぼ全言語の A2レベルまでの語彙表確定が終

了している。さらに CEFR‐J CAN― DOご とに作成されたフレーズ・リス トを多言語化する試みも行われ
ている。これは機能別表現集のように使 うことができるため、具体的なタスク開発に活用が期待されて

いる。これらを2018年度には各言語のフレーズ集やハンドブック形式で、外部出版社から出版企画とし

て CEFR‐Jx27シ リーズと銘打って社会的にもインパクトのある言語資源の整備を行 う予定である。

多言語化にはいろいろな課題もある。英語の言語資源からのマッピングが比較的良好にいく部分とそ

うでない部分が言語ごとに異なる。特にアジア言語は文字や文法体系がことなることでマッピングその

ものが困難であるという主張をされる言語チームも出てくる。しかしながら、アジア言語でも英語を国

際語として利用する地域が増えており、英語の枠組を利用することに違和感がない言語も多く、一概に

英語からのマッピングが不可能とは言えない。今回のプロジェクトでは各言語チームにまず英語資源を

提示してイメージを具体的に持ってもらい、その中で共通部分と差違を明確にし、差違に関しては言語

ごとに独自コーパスを作つたり、教材分析をしたり、といつたサポー トを行えるようにしたいと考えて

いる。

7.E―leaming環境への統合

SGUの一環で、CEFR―Jx27の言語資源を利用した e■earning環境の構築もスター トしている。これは

大別すると以下の 3種類のアプリやツールとして学生の利用に供する予定である :

(1)CEFR‐Jx27単語学習アプリ

スマー トフォン (iOSと Android)で練習できる単語学習アプリ。CEFR‐」Wordli前 の A2レベルまでの

語彙を自分が登録した 27言語で学習することが可能。形式はフラッシュカー ド学習で学習履歴を管

理できる。

(2)CEFR― Jx27 CAN‐ DOフ レーズ学習ツール

CAN‐ DO別フレーズ 。リス トをもとにした学習ツール。言語ごとに日本語から対象言語へのライティ
ングを web上で行 うツール。正解文との差分を表示することができ、何度も繰り返し正解に近づける

ように練習することで文法や語彙を学べる。英語と中国語に関しては文字の音声入力に対応している。

(3)CEFR―Jx27会話・作文コーパス収集ツール

CEFRに対応する発話や作文を個人の履歴をとりながらサーバー上に音声 。文字情報として蓄積する
ツールである。これによってタスクを教員が上手に課せば、4技能のうち発信技能に関するデータを
コンピューター上で簡単に収集することができる。これにより将来的な CEFR基準による学習記録や

▲
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評価がより正確にできることになる。英語と中国語に関しては文字の音声入力に対応している。

8。 まとめ

CEFRの 日本での応用の 1つ として CEFR‐Jプロジェクトを紹介した。CEFR適用のためには、日本と

いう環境におけるさまざまな要因を考慮に入れる必要があるが、CEFR―Jは環境整備を具体的に行 うこ

とで積極的に導入を図り、共通基盤を作りながらシステムの効果検証をしつかり行 うことで、より有効

な教育手法への提言ができる、と考えている。CEFR導入には否定的な意見の研究者もいるが、応用言

語学の専門家集団として外国語教育の国際的・総合的な基盤として利用価値があるという信念のもと、

それをどう効果的に適用するかという研究課題に取り組み、社会的にインパクトのある提言をしたいと

考えている。
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